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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における日本経済は、政府の取組により雇用や所得環境が改善し、緩やかな回復基調

が続きましたが、中国をはじめとするアジア新興国に加えて資源国の景気の下振れや、英国の欧州連合（ＥＵ）離

脱など海外経済の不確実性が高まり、先行きの不透明な状況となりました。

当社関連のコンクリート製品業界においては、ヒューム管、パイル製品共に需要が前年同期を下回る水準で推移

しております。

このような状況下で当社グループは、平成27年度からの３カ年に亘る中期経営計画『Evolution All Japan』の基

本方針である安定的利益と持続的成長を目指し、既存価値、機能を深める「深化」、新市場、新用途へ伸ばす「伸

化」、価値や機能の新しい組み合わせの「進化」、イノベーションの「新化」に鋭意取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間の製品及び工事等の受注高は224億73百万円（前年同四半期比3.1％減）、製品、工事

及び不動産収入等を含む売上高は230億23百万円（同6.7％減）となりました。

損益につきましては、当連結累計期間も研究開発に注力し、営業利益は11億８百万円（同16.4％減）、経常利益

は持分法投資利益、受取配当金及び為替の影響等により、14億１百万円（同16.5％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は９億55百万円（同27.5％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①コンクリート製品事業

受注高は122億36百万円（前年同四半期比8.6％減）、需要低迷によりヒューム管製品及びプレキャスト製品が

減少し、パイル製品の価格競争が激化したこと等により、売上高は123億円（同15.7％減）、セグメント利益は３

億62百万円（同16.4％減）となりました。

総売上高構成比は53.4％であります。

②工事事業

受注高は100億90百万円（前年同四半期比4.6％増）、売上高は95億52百万円（同7.4%増）となりましたが、セ

グメント利益はパイル工事の価格競争が激化したこと等により、３億32百万円（同26.2％減）となりました。

総売上高構成比は41.5％であります。

　

③不動産開発事業

売上高はほぼ前年並みの７億28百万円（前年同四半期比0.4％減）、セグメント利益は賃貸用物件でリニューア

ル工事を実施したこと等により、３億２百万円（同3.5％減）となりました。

総売上高構成比は3.2％であります。

④その他

受注高は１億45百万円（前年同四半期比2.8％減）、売上高は４億41百万円（同4.1％減）、セグメント利益は

１億11百万円（同13.1％減）となりました。

総売上高構成比は1.9％であります。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比べ１億59百万円増加し、440億17百万円となりまし

た。これは、流動資産において現金及び預金が12億73百万円減少した一方、受取手形及び売掛金が３億59百万円、

商品及び製品が２億61百万円、固定資産において投資有価証券が８億95百万円、それぞれ増加したこと等によるも

のであります。

また、負債の部は前連結会計年度末と比べ10億14百万円減少し、147億68百万円となりました。これは、流動負債

において支払手形及び買掛金が８億44百万円減少したこと等によるものであります。

純資産の部は前連結会計年度末と比べ11億74百万円増加し、292億48百万円となりました。これは、利益剰余金に

おいて親会社株主に帰属する四半期純利益が９億55百万円増加した一方、配当金の支払により４億19百万円減少し

たこと、その他有価証券評価差額金が５億24百万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の業績見通しにつきましては、最近の業績動向を踏まえ、業績予想を修正いたしました。詳細に

つきましては、本日公表した「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,343,375 7,069,463

受取手形及び売掛金 11,807,820 12,167,710

商品及び製品 1,579,806 1,841,536

原材料及び貯蔵品 411,776 472,530

その他 421,259 476,862

貸倒引当金 △13,903 △13,715

流動資産合計 22,550,135 22,014,387

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,098,782 3,033,688

土地 3,697,405 3,677,982

その他（純額） 2,363,401 2,253,861

有形固定資産合計 9,159,590 8,965,531

無形固定資産 141,008 138,219

投資その他の資産

投資有価証券 11,759,521 12,655,445

その他 527,183 497,025

貸倒引当金 △280,165 △253,393

投資その他の資産合計 12,006,540 12,899,076

固定資産合計 21,307,138 22,002,827

資産合計 43,857,273 44,017,215

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,612,889 8,767,893

短期借入金 1,214,430 1,104,148

未払法人税等 181,150 232,879

賞与引当金 187,230 ―

環境対策引当金 1,334 ―

工事損失引当金 ― 818

その他 996,282 835,564

流動負債合計 12,193,318 10,941,304

固定負債

役員退職慰労引当金 36,017 36,017

環境対策引当金 21,584 17,014

退職給付に係る負債 2,547,786 2,597,478

その他 984,822 1,176,786

固定負債合計 3,590,210 3,827,296

負債合計 15,783,528 14,768,601
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,251,400 5,251,400

資本剰余金 4,736,508 4,736,508

利益剰余金 19,309,786 19,845,434

自己株式 △1,317,293 △1,405,617

株主資本合計 27,980,401 28,427,725

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 241,061 765,547

為替換算調整勘定 77,730 233,197

退職給付に係る調整累計額 △415,129 △376,963

その他の包括利益累計額合計 △96,337 621,782

非支配株主持分 189,681 199,106

純資産合計 28,073,745 29,248,614

負債純資産合計 43,857,273 44,017,215
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 24,676,335 23,023,228

売上原価 20,433,503 18,962,374

売上総利益 4,242,832 4,060,853

販売費及び一般管理費 2,916,950 2,952,123

営業利益 1,325,881 1,108,730

営業外収益

受取利息 687 248

受取配当金 79,334 89,500

持分法による投資利益 385,186 274,377

その他 129,284 119,374

営業外収益合計 594,492 483,501

営業外費用

支払利息 24,762 15,342

為替差損 179,821 155,451

その他 37,232 20,132

営業外費用合計 241,816 190,926

経常利益 1,678,557 1,401,304

特別利益

固定資産売却益 ― 383

国庫補助金 56,179 1,424

特別利益合計 56,179 1,807

特別損失

固定資産除却損 2,296 0

構造改革費用 86,224 ―

特別損失合計 88,520 0

税金等調整前四半期純利益 1,646,216 1,403,112

法人税、住民税及び事業税 233,468 419,163

法人税等調整額 86,916 19,055

法人税等合計 320,385 438,219

四半期純利益 1,325,831 964,893

非支配株主に帰属する四半期純利益 7,638 9,424

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,318,192 955,468
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 1,325,831 964,893

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 23,897 512,780

為替換算調整勘定 102,835 155,468

退職給付に係る調整額 14,285 43,793

持分法適用会社に対する持分相当額 △38,322 6,077

その他の包括利益合計 102,696 718,120

四半期包括利益 1,428,527 1,683,013

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,420,889 1,673,589

非支配株主に係る四半期包括利益 7,638 9,424
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンクリー
ト製品事業

工事事業
不動産開発

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 14,586,639 8,897,703 731,615 24,215,958 460,377 24,676,335 ― 24,676,335

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,457 ― 31,908 40,366 389 40,755 △40,755 ―

計 14,595,097 8,897,703 763,523 24,256,324 460,766 24,717,091 △40,755 24,676,335

セグメント利益 433,639 449,994 313,964 1,197,598 128,282 1,325,881 ― 1,325,881

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連機器販売事業、スポーツ

施設運営事業、レンタル事業、太陽光発電事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンクリー
ト製品事業

工事事業
不動産開発

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 12,300,657 9,552,289 728,589 22,581,536 441,691 23,023,228 ― 23,023,228

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9,825 ― 31,916 41,742 279 42,021 △42,021 ―

計 12,310,482 9,552,289 760,506 22,623,278 441,971 23,065,249 △42,021 23,023,228

セグメント利益 362,327 332,015 302,891 997,234 111,495 1,108,730 ― 1,108,730

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連機器販売事業、スポーツ

施設運営事業、レンタル事業、太陽光発電事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益又は損失の測定方法の変更）

第１四半期連結累計期間より、各セグメントの業績をより適切に評価するため、販売費及び一般管理費の按分方

法を変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の方法で作成したものを開示しております。
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